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歩
道
を
歩
い
て
い
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自
転
車
と
ぶ
つ
か
り
そ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
車
を
運
転
し

て
い
て
、
飛
び
出
し
て
く
る
自
転
車
に
驚
い
た
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
転
車
は
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
に
と
て

も
便
利
な
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
ル
ー
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を
守
ら
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運
転
す
る
と
、
自
転
車
は
歩
行
者
に
と
っ
て
も
車

に
と
っ
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怖
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も

う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
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後
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右
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後
方
よ
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右
よ
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よ
し
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後
方
よ
し
右
よ
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よ
し
。

後
方
よ
し
右
よ
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よ
し
。

後
方
よ
し
右
よ
し
左
よ
し
。

後
方
よ
し
右
よ
し
左
よ
し
。

自
転
車
は
小
さ
な
子
ど
も
で
も
乗

れ
る
乗
り
物
で
す
。
自
ら
の
身
を
守

り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
運
転

を
す
る
た
め
に
は
、
乗
り
方
を
覚
え

る
と
同
時
に
正
し
い
ル
ー
ル
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

平
塚
市
内
に
は
、
地
域
の
交
通
安

全
協
会
の
協
力
で
自
転
車
の
運
転
技

術
や
知
識
、
ル
ー
ル
を
学
び
、
そ
の

成
果
を
競
う「
こ
ど
も
自
転
車
大
会
」

に
出
場
し
て
い
る
小
学
生
た
ち
が
い

ま
す
。
こ
の
県
大
会
が
六
月
二
十
七

日
に
横
浜
市
で
開
か
れ
、
平
塚
市
か

ら
八
幡
小
学
校
と
豊
田
小
学
校
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
八
幡
小

学
校
は
、
お
よ
そ
三
十
年
に
お
よ
ぶ

交
通
安
全
教
育
に
対
す
る
取
り
組
み

に
対
し
て
、
今
年
一
月
に
全
国
交
通

安
全
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
地
区
で
は
、
自
転
車
大
会
へ
向

け
た
練
習
で
「
正
し
い
乗
り
方
」
を

身
に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
が
大
会
が

終
わ
っ
て
も
地
域
の
中
で
そ
の
乗
り

方
を
広
め
て
い
ま
す
。

各
地
で
こ
う
し
た
活
動
が
続
く
こ

と
で
、
子
ど
も
か
ら
地
域
へ
自
転
車

の
安
全
運
転
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

を
身
に
つ
け
て
い
る
人
た
ち
か
ら
学

ん
だ
り
、
地
域
の
交
通
安
全
教
室
に

参
加
し
た
り
し
な
が
ら
、
運
転
ル
ー

ル
を
確
認
し
、
自
分
の
運
転
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
運
転
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
と
、
け
が
を
し
た
り
、
事
故
を
起

こ
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
転

車
を
運
転
す
る
と
き
に
は
、
特
に
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
な
が
ら
運
転
を
し
な
い

傘
を
さ
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
携

帯
電
話
を
使
い
な
が
ら
の
運
転
は
危

険
で
す
。
片
手
運
転
で
バ
ラ
ン
ス
が

取
り
づ
ら
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

前
方
注
意
が
難
し
く
な
り
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
雨
の
日
は
レ
イ
ン
コ

ー
ト
を
着
用
し
、
携
帯
電
話
を
持
っ

て
い
て
も
運
転
中
に
は
使
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
二
人
乗
り
は
ル
ー
ル
違
反

二
人
乗
り
を
し
て
い
る
と
、
危
険

を
感
じ
た
と
き
に
予
測
で
き
な
い
動

き
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
十
六
歳
以
上

の
人
が
幼
児
を
乗
せ
て
い
る
場
合
を

除
き
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
ル
ー

ル
違
反
で
す
。

●
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
る

夜
間
、
ラ
イ
ト
が
点
灯
し
て
い
な

い
自
転
車
は
周
り
か
ら
大
変
見
え
に

く
い
存
在
で
す
。
自
転
車
を
運
転
し

て
い
る
自
分
が
見
え
て
い
て
も
周
り

の
車
や
歩
行
者
か
ら
は
気
づ
か
れ
ず

衝
突
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
暗
く

な
っ
た
ら
、
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ
ト

を
つ
け
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

塾へ行くときや遊びに行くとき

などに自転車をよく使います。中

学生になって自転車で遠くに行く

ことが増えました。自転車の運転

ルールを勉強していてとても良か

ったです。横断歩道は自転車を押

して通るようになりましたし、ス

ピードを出して歩道を走ることも

なくなりました。学んだ運転ルー

ルは友達や家族にも話しています。

一緒に自転車で出かけるときには、

注意しあって運転しています。

小学生だけでなく大人も含めた

幅広い年齢の人たちに安全な乗り

方を覚えてもらいたいです。

大会に向けて一か月間、みんな

で練習しました。標識の意味が分

かったり、バランス感覚が身につ

いたりしたことで、以前よりも安

全な運転ができるようになったと

感じています。こうして勉強した

あとで周りを見ると、危ない運転

をしている人が多いなあと思いま

す。自転車を安全に運転するコツ

は、標識や歩行者など周りをよく

見ることだと思います。周りの人

に教えるなど、勉強の成果をこれ

から生かしていきたいです。

「
こ
ど
も
自
転
車
大
会
」へ
の
参
加
を
前
に
運
転
ル
ー
ル
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち（
八
幡
小
学
校
）

t「歩行者専用」
歩行者専用の道路
です。自動車だけ
ではなく、自転車
も乗って通ること
はできません。

平塚市では、学校や公民館
などを会場に「交通安全教室」
を開催しています。対象は子
ども会や自治会、学校、幼稚
園などの団体です。自転車や
自動車の安全について、それ
ぞれの年齢に合わせた教室を
開催します。
市内のご指定の会場にお伺

いし、教室を開くことができ
ますので、開催を希望する団
体の方は、市民安全課（内線
2640）へご相談ください。

（写真左上から右下へ　玉利美彩紀さ
ん、大塚茜さん、吉田沙織さん、玉利
彩也香さん、斉藤遥香さん、大塚春香
さん、高橋亜衣さん、杉山りなさん、
佐藤亜紀さん）

（写真左から　吉田奈緒子さん、池田
泰大さん、曽根柚希さん）

t「自転車及び歩行
者専用」
自転車も通れる歩
道です。歩行者の
通行を妨げる場合
は一時停止してく
ださい。

t「横断歩道・自転
車横断帯」

交差点に自転車横
断帯があるときは、
自転車はその横断
帯を通らなければ
なりません。

行きます。交通安全教室

受け
継ぎ
、広がる安全運転
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に参加した八幡小学校のみ
なさん

先 輩 後 輩

け
が
や
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
な
運
転



平和月間  

介
護
保
険
運
営
協
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

平成16年7月15日　２
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

暮らし

市
議
会
六
月
定
例
会
が
六
月

四
日
か
ら
二
十
八
日
の
日
程
で

開
か
れ
、「
平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

な
ど
六
議
案
が
市
長
か
ら
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、「
平
塚
市
都
市

計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」に
つ
い
て
は
、審

議
会
を
組
織
し
て
い
る
委
員
の

定
数
を
十
五
人
以
内
か
ら
十
九

人
以
内
に
改
め
、
委
員
に
市
民

を
加
え
る
と
と
も
に
、
所
掌
事

務
を
削
除
す
る
と
し
た
市
長
提

出
の
原
案
に
対
し
、
委
員
定
数

を
十
五
人
と
し
、
委
員
に
市
民

を
加
え
る
と
と
も
に
、
所
掌
事

務
を
削
除
す
る
と
し
た
修
正
案

が
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

五
十
九
年
前
の
夏
の
夜
、
平
塚
は
空
襲
に
よ
る
爆
撃
を
受
け
、
市
街
地
の
戸
数
の

約
七
割
と
、
二
百
三
十
七
人
も
の
尊
い
命
を
失
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
歴

史
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、
平
塚
市
は
、
昭
和
六
十
年
に
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
」
を
宣
言
し
、
以
来
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問□

行
政
総
務
課
（
1
21
―
８
７
６
３
）

市民と市長の 

初夏のいどばた会議 
参加者 
募集 

市民と市長の 

真夏のいどばた会議 
参加者 
募　集 

まちづくりについて、市民のみなさんと市長が「語り合う場」です。

u申し込み方法 参加希望日、住所、氏名、電話番号を電話またはファ
クス、Ｅメールでまちづくり政策室（121－9618・60120－704589・
machi@city.hiratsuka.kanagawa.jp）へ

●進行役ボランティアも募集します
いどばた会議の進行役をしていただける方も同時に募集します。お申し込

みは、7月27日（火）までに、電話、ファクス、Eメールでまちづくり政策室へ 。

メール 

日　　　時 会　　場 締め切り 

８月　４日（水）午後７時～９時 
８月１２日（木）午後７時～９時 
８月２４日（火）午後７時～９時 
８月２８日（土）午後２時～４時 

豊田公民館 
土屋公民館 
大原公民館 
松原公民館 

７月２７日（火） 
８月　３日（火） 
８月１６日（月） 
８月１９日（木） 

定員各２５人 
（抽選） 

「下水管の清掃や点検は期限内にしなければなりません」などと言い、

市役所や日本下水道協会など公共の機関名を名乗り、清掃や点検をした

後で高額な料金を請求するトラブルが発生しています。

市などでは、突然訪問して清掃や点検をすることはありません。

ちょっと待って！悪質商法かもしれません

下水管の点検にご用心
◇問い合わせ先　下水道総務課（内線2447）

市役所の
名を語った

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

や
、進
捗ち

ょ
く

状
況
の
評
価
を
す
る
会

議
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

７
月
29
日（
水
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場

市
役
所
南
附
属
庁
舎

２
階
Ｅ
会
議
室

▽
定
員

10
人（
抽
選
）

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
午

後
１
時
ま
で
に
会
場
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保

険
課（
1
21
―
８
７
９
０
）へ
。

◆
平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
湘
南

農
業
協
同
組
合
に
対
し
て
使
用

を
許
可
し
て
い
る
市
民
セ
ン
タ

ー
の
事
務
室
に
つ
い
て
、
業
務

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
化
に
よ
っ
て
使
用
面

積
が
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

使
用
料
月
額
と
使
用
面
積
を
改

め
ま
し
た
。

◆
平
塚
市
体
育
施
設
及
び
学
校

運
動
場
夜
間
照
明
施
設
の
設
置

及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
ひ
ら

つ
か
ア
リ
ー
ナ
の
完
成
に
伴
い
、

見
附
台
体
育
館
を
九
月
三
十
日

で
閉
館
す
る
た
め
、
同
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
…
人

権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
の
委
員
に
山
田
源
藏

さ
ん（
立
野
町
）、
松
井
洋
子
さ

ん（
黒
部
丘
）、
鈴
木
幸
弘
さ
ん

（
明
石
町
）、
齋
藤
美
代
子
さ
ん

（
西
真
土
四
丁
目
）を
推
薦
し
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
塚
空
襲
の
日
市
民
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
】

戦
災
記
録
写
真
を
展
示
し
な

が
ら
、
平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ

を
呼
び
か
け
ま
す
。

▽
日
時

７
月
16
日（
金
）午
前

10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
２
時
30
分

▽
会
場

平
塚
駅
北
口
周
辺

【
平
和
の
本
の
展
示
】

▽
日
時

７
月
16
日（
金
）〜
８

月
31
日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
７
月
20
日
と
月
曜
日
は

休
み
、
７
月
19
日
は
開
館
）

▽
会
場

各
図
書
館

【
平
和
普
及
展
】

平
塚
空
襲
を
伝
え
る
記
録
写

真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月
15
日（
木
）〜
22

日（
木
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
休

み
）

▽
会
場

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル

【
原
爆
と
人
間
展
】

原
爆
の
被
爆
者
が
描
い
た
絵

や
、記
録
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時

８
月
２
日（
月
）〜
９

日（
月
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時（
土
・
日
曜
日
は
休
み
）

▽
会
場

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル

【
平
和
映
画
会
】

●
西
図
書
館

上
映
時
間
…
午

後
３
時
か
ら

▽
期
日
・
内
容

８
月
４
日（
水
）

「
は
と
よ
ひ
ろ
し
ま
の
空
を
」

●
中
央
図
書
館

上
映
時
間
…

午
前
10
時
か
ら
と
午
後
２
時
か

ら
の
２
回

▽
期
日
・
内
容
８
月
７
日
（
土
）

「
青
い
目
の
人
形
の
物
語
」「
夏

服
の
少
女
」
・
８
月
８
日
（
日
）

「
さ
よ
な
ら
カ
バ
く
ん
」「
つ
る

に
の
っ
て
！
」・
８
月
14
日（
土
）

「
お
ば
け
煙
突
の
う
た
」・
８
月

15
日（
日
）「
火ほ

垂た

る
の
墓
」

【
市
民
平
和
の
夕
べ
】

平
和
を
願
う
灯
ろ
う
流
し
や
、

キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
な
ど
を
す
る

ほ
か
、戦
時
中
を
し
の
ぶ
「
す
い

と
ん
」
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

８
月
16
日（
月
）午
後

６
時
30
分
〜
８
時

▽
会
場

総
合
公
園
中
央
大
池

周
辺

県内でも大和市や川崎市が自治基本条例につい
て検討し、素案や中間報告を出して、広く市民の
意見を聞きながら策定を進めています。
平塚市でも市民のみなさんの意見を条例に反映

させるため、市民委員会で活発な議論が繰り広げ
られています。この検討内容については市のホー
ムページに掲載しています。一度ご覧になり、こ
れからの平塚市のまちづくりについて考えてくだ
さい。
多くの市民のみなさんからの「将来の平塚のあ

り方」や、「自治基本条例に関するみなさんのご
意見」などをお待ちしています。
なお、今後の市民委員会は、右の日程で開催し

ます。傍聴もできますので、みなさんぜひ、お出
かけください。 □問 まちづくり政策室（121－9618）

まちづくりのアイディアを募集中

7月21日から31日まで、平塚市の姉妹都市、アメリカ

合衆国カンザス州ローレンス市を訪問する青少年海外

派遣団のメンバー20人が決まりました。

市役所、消防署、カンザ

ス大学などを訪問するほ

か、姉妹都市委員会との

交歓会などを通して交流

を深めます。

☆派遣団員（敬称略）

〈中学生〉u伊藤沙織（横

浜共立学園3年）u谷田部麻未（神田2年）u吉川茉莉

子（江陽2年）u赤澤ひとみ（旭陵2年）u清水穂奈美

（太洋2年）u原田かほり（神明2年）u山口崇行（浜岳

2年）u渡辺陸矢（太洋2年）

〈高校生〉u川井理香（東海大付属相模1年）u小林里

紗（神奈川総合3年）u丸形遥佳（大磯2年）u石垣亜

由奈（大磯2年）u加瀬川綾子（大磯2年）u片山七恵

（平塚江南1年）u石黒亜貴（平塚学園2年） u秋山早

紀（平塚江南1年）u中世古高宏（公文国際学園高等部

2年）u鈴木彩子（平塚江南1年）u小川優子（平塚江

南2年）u増田洸之介（大原1年）

□問　青少年課（132－7029）

市民から寄贈された空襲・戦災に
関する資料などを展示しています。

u日時 8月29日（日）まで、午前9
時～午後5時（入館は午後4時30
分まで、 7月20日と月曜日は休
み、7月19日は開館）

u会場 博物館

ローレンス市を訪問
交流を深める20人の中学生・高校生

市
議
会
６
月
定
例
会
の
結
果

都
市
計
画
審
議
会
条
例
な
ど
を
改
正

博物館で開催中
平塚の空襲と戦災展

市民委員会の開催予定

s7月24日（土）午後1時
30分～4時、勤労会館

s8月6日（金）午後7時～
9時30分、ひらつか市
民活動センター

s8月29日（日）午前9時
30分～午後0時30分
市役所新館3階研修室

自治基本条例
Now④

昭和20年（1945年）

７月16日、海軍火薬敞
しょう

をはじめとする軍
需工場が建ち並んだ平塚のまちを標
的に、132機ものＢ29爆撃機から、44万
本を超える記録的な数の焼

しょう

夷
い

弾がまる
で集中豪雨のように投下された。空襲
は翌17日未明まで続き、市街地は焼け
野原と化した。
写真は、空襲で大きな被害を受けた

市街地を背に、東海道を牛車を引いて
歩く人（現在の平塚二丁目付近）。

平塚大空襲 平塚大空襲 平塚大空襲 
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宮
沢
賢
治
の
故
郷
、
花
巻
市
。

賢
治
ゆ
か
り
の
名
所
を
巡
り
、

伝
統
の
花
巻
ま
つ
り
を
桟
敷
席

で
見
物
し
ま
す
。

ま
た
、「
遠
野
物
語
」の
舞
台
、

多
く
の
民
話
が
語
り
継
が
れ
る

遠
野
市
を
訪
ね
ま
す
。

国や地方公共団体が実施する施策の基礎資料とするため、全国消費実態調査
を実施します。
● 調査の対象は、全国のすべての世帯から統計的な方法で選定した世帯です。
● 調査方法は、主に家計簿をつけていただくものです。
● 8月にかけて調査員がみなさんのお宅にうかがいます。

家計簿から福祉や消費行政を考える

全国消費実態調査を実施します
◇問い合わせ先　行政総務課（121－8797）

車
い
す
の
方
が
一
人
で
平
塚

駅
を
利
用
す
る
場
合
、
こ
れ
ま

で
は
駅
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
改
札
口
へ
上
が
り
、

そ
こ
か
ら
先
は
駅
員
や
、
そ
の

▽
日
程

９
月
９
日（
木
）〜
11

日（
土
）２
泊
３
日

１
日
目

平
塚
駅
発
（
午
前
９

時
50
分
・
専
用
列
車
）→

東
京

駅
で
東
北
新
幹
線
に
乗
り
換
え

→

新
花
巻
駅
着
（
午
後
２
時
30

分
）
※
花
巻
温
泉
の
ホ
テ
ル
に

▽
日
程

９
月
10
日（
金
）〜
12

日（
日
）
２
泊
３
日

１
日
目

平
塚
発
（
夜
行
バ
ス
・

車
中
泊
）

２
日
目

神
輿
ま
つ
り
に
参
加

３
日
目

花
巻
発（
午
後
発
・
平

塚
に
は
夜
着
）

▽
定
員

200
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費

一
万
三
千
円

▽
申
し
込
み
先

交
流
親
善
課

（
1
25
―
２
５
２
０
）

□問 交流親善課
（125－2520）

花巻まつりの呼び物「鹿
しし

踊り」

わたしたちの郷土平塚には、湘南平や総合公園をはじめとした美
しい風景や、七夕まつり、花火大会などの観光行事があります。
みなさんの心に残る風景をキャンバスに描いてください。

u対象 中学生以下
u画材 自由
uサイズ 版画：はがきサイズ
以上、そのほか：四つ切り

u応募方法 作品の裏にタイト
ルと、住所、氏名（ふりがな）、
学校名、学年、年齢、電話番
号を書いて、郵送または直接
平塚市観光協会（〒254－00
51豊原町2－21・豊原分庁舎
2号館3階・商業観光課内）へ

u締め切り 9月14日（火） □問 商業観光課（135－8107）

平成15年度 小学生高学年の部優秀賞
成塚雅浩さんの作品

夏になると、旅行やレジャー

など、車で出かける機会が多く

なります。過労運転や夏特有の

開放感から来る無謀運転が増え、

交通事故が多発します。

出かけるときは気持ちを引き

締めて、夏を無事故で楽しく過

ごしましょう。

□問 市民安全課（内線2640）

夏夏夏夏のののの交交交交通通通通事事事事故故故故防防防防止止止止運運運運動動動動 7/21（水）～30（金）
交通ルールを守って
夏を楽しく安全に

宿
泊
（
宮
沢
賢
治
に
つ
い
て
記

念
講
演
会
あ
り
）

２
日
目

道
の
駅
・
石
鳥
谷
で

「
酒
の
図
書
館
」見
学→

と
お
の

昔
話
村→

カ
ッ
パ
淵→

花
巻
ま

つ
り
見
物

３
日
目

宮
沢
賢
治
記
念
館→

ポ
ラ
ン
の
広
場→

宮
沢
賢
治
イ

ー
ハ
ト
ー
ブ
館→

宮
沢
賢
治
童

話
村→

新
花
巻
駅
発
（
午
後
１

時
40
分
）→

平
塚
駅
着
（
午
後

６
時
30
分
）

▽
定
員

160
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費

四
万
七
千
円

▽
申
し
込
み
先

び
ゅ
う
プ
ラ

ザ
平
塚
（
1
23
―
２
６
３
０
）

レポーター
丸山清子さん

パラグアイの人々と共に

青年海外協力隊員 門屋篤典さん

梅
雨
の
晴
れ
間
の
午
後
、
青
年

海
外
協
力
隊
に
参
加
し
、
四
月
に

帰
国
し
た
門
屋
篤
典
さ
ん
を
訪
ね

ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
後
、
大
手
銀
行
に

就
職
し
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
に

旅
行
し
た
南
米
の
人
た
ち
の
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
銀
行
を
退
職
し

参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
派
遣
さ

れ
た
南
米
の
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国

は
、
た
い
へ
ん
な
親
日
国
。
日
本

か
ら
移
住
し
た
人
た
ち
が
、
様
々

な
新
し
い
農
作
物
の
生
産
技
術
を

現
地
の
人
た
ち
と
一
緒
に
作
り
上

げ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
歴
史
に
重
要

な
足
跡
を
残
し
た
か
ら
で
す
。

門
屋
さ
ん
も
、
農
家
の
い
ろ
い

ろ
な
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

中
で
も
、
主
食
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ

モ
に
似
た
マ
ン
デ
ィ
オ
カ
が
栽
培

中
に
腐
っ
て
し
ま
う
病
気
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
と
研
究
を
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
村
の
人
た
ち
と
も
親

し
く
な
り
、
農
作
業
の
合
間
に
は

友
情
の
証あ

か
し

と
し
て
、
マ
テ
茶
を
同

じ
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
て
回
し
飲
み

も
し
た
そ
う
で
す
。

と
び
き
り
の
自
然
、
す
ば
ら
し

い
風
景
、
そ
し
て
温
か
い
人
々
。

「
僕
が
教
え
た
こ
と
よ
り
、
現
地
の

人
た
ち
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
」
と
謙
虚

に
話
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
は
「
海

外
の
大
学
院
に
留
学
し
て
、
地
域

経
済
や
農
業
経
済
を
勉
強
し
て
み

た
い
」
と
熱
い
ま
な
ざ
し
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
で
得
た
貴
重

な
経
験
を
基
に
、
何
事
に
も
挑
戦

し
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

派遣されたパラグアイ共和国の人々と生活し、
働き、彼らの言葉を話し、国づくり・人づくりの
ために活動してきた2年間。たくさんの感動と大
きな思い出を胸に帰国されました。

村
の
人
た
ち
に
指
導
す
る
門
屋
篤
典
さ
ん

（
写
真
中
央
）

場
に
い
る
方
の
力
を
借
り
て
ホ

ー
ム
へ
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
る
お

子
さ
ん
を
連
れ
た
方
も
、
改
札

口
か
ら
ホ
ー
ム
へ
降
り
る
と
き

に
は
、
お
子
さ
ん
を
抱
え
ベ
ビ

ー
カ
ー
を
担
ぐ
な
ど
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
不
便
を
解
消
す

る
た
め
、
国
、
平
塚
市
、
JR
東

日
本
の
三
者
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置

工
事
を
七
月
下
旬
か
ら
開
始
し

ま
す
。

こ
の
工
事
で
は
、
駅
北
口
・

南
口
か
ら
通
じ
る
改
札
口
を
入

っ
た
先
の
通
路
を
西
方
向（
大

磯
方
面
）へ
伸
ば
し
、そ
こ
か
ら

上
り
・
下
り
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
へ
昇
降
す
る
た
め
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。

主
に
夜
間
の
工
事
と
な
り
ま

す
が
、期
間
中
は
階
段
や
ホ
ー
ム

が
狭
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ラ
イ
ナ

ー
ホ
ー
ム
推
進
室
（
内
線
２
１

１
４
）へ
。

自分のおうちを建てた三びきのこぶたを、
おなかをすかせたオオカミがねらっています。
「あぶないぞ。気をつけて！」
みんなでこぶたたちに教えてあげよう。

u日時 8月4日（水）午前10時30分、
午後1時30分開演（2回公演）

u会場 中央公民館小ホール
u対象 市内にお住まいの未就学児とその保護者
u定員　各200人（先着順）
お申し込みは、はがきに住所、希望者全員の氏名・年齢、電話番号、希望

時間を記入して、選挙管理委員会事務局（〒254－8686浅間町9－1）へ。

□問 選挙管理委員会事務局（121－8795）

平塚駅構内をバリアフリーに

み   

こ
し 

友
好
都
市
花
巻
市
の
市
制
五

十
周
年
を
記
念
し
た
「
花
巻
神

輿
ま
つ
り
」
に
平
塚
代
表
の
担

ぎ
手
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

十
和
田
市
や
釜
石
市
、
大
曲

市
な
ど
、
花
巻
市
に
ゆ
か
り
の

ま
ち
か
ら
神
輿
が
勢
ぞ
ろ
い
し

て
勇
壮
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

観光風景写生コンクール 作品募集

平塚のとっておきの風景を描いてみよう

人形劇 
夏休みファミリー劇場 

改札口改札口とプラットホームプラットホームを結ぶ 
エレベーターエレベーターとエスカレーターエスカレーターを設置設置 

改札口とプラットホームを結ぶ 
エレベーターとエスカレーターを設置 

だれもが利用しやすいやすい平塚駅をめざしますします だれもが利用しやすい平塚駅をめざします 
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平成16年7月15日　４

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙
　
郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

7
０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―

８
７
６
４
）

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

市民相談室
（市役所１階）

121－8764
◇人権 ７月20日（火）、８月
３日（火）13時～16時

◇行政 ８月３日（火）13時～
16時

◇一般法律（予約制）毎週水・
木曜日13時～16時、８月は
水曜日のみ

◇登記・供託・測量 ８月13日
（金）13時～16時
◇住宅（新・改築） ７月20日
（火）13時～16時
◇発明・考案・特許 ８月９日
（月）10時～15時
◇下請け取り引き ８月16日
（月）13時30分～16時
◇年金・社会保険・労災 ８月
10日（火）13時～16時

◇外国籍市民 スペイン語相
談は毎月第１・３水曜日９時～
12時、ポルトガル語相談は
毎月第２・４水曜日９時～12時

◇建築設計・耐震・バリアフリー
８月16日（月）13時～16時

◇許認可各種届出 ７月27日
（火）13時～16時
◇労働（勤労者・事業主対象）
８月6日（金）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日
８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～12時・13時～16時

◇法律（予約制）９月14日（火）
13時30分～15時30分、８月
は休み

◇生活支援・ボランティア
毎週月～金曜日８時30分
～17時

◇母子・家庭児童 毎週月～
金曜日９時～16時

◇手話案内 FAX35－5770
毎週金曜日９時～12時30分
◇精神保健福祉（予約制）毎週
火・木曜日９時～16時

◇子どもの発達・発育の相談
毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇来所（予約制・生活習慣病な
どの相談）７月15日（木）・20
日（火）・８月3日（火）の９時
30分～11時と７月27日（火）・
８月10日（火）の13時～15時

◇青少年相談　毎週月～土曜
日10時～18時30分

◇青少年専用ダイヤル・ヤング
テレホン133－7830

みみでなやみなし

毎週
月～土曜日10時～18時30分

◇子育ての相談・情報提供
月・火・水・金曜日９時30
分～16時

◇来所 毎週月～金曜日10時
～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時
～17時（第２・４土曜日は除く）

◇来所・電話 毎週月～金曜
日８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～16時

平塚 
商業高 国道1号 

崇善小 

至茅ケ崎 

保健センター 

国道1号 

春日野中 

平塚 
農業高 

郵
便
局 

勤労会館 

見附台体育館見附台体育館 見附台体育館 

市営紅谷町市営紅谷町 
駐車場 
市営紅谷町 
駐車場 

新大縄橋 

JA湘南 

豊
田
公
民
館 

中
原
保
育
園 

県
道
平
塚
伊
勢
原
線 

福祉事業 
センター 
福祉事業 
センター 

JAビルかながわ 

市民センター 

豊
田
分
庁
舎 

平塚駅 

子ども教育 
相談センター 

市役所 

福
祉
会
館

福
祉
会
館 

福
祉
会
館 

保健福祉総合相談
（市役所南附属庁舎１階）

121－8779

福祉会館

133－2333

消費生活センター
（JAビルかながわ2階）

121－7530

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

1・FAX34－9076

ヘルスアップ相談
（保健センター）

134－0311

障害がある方の相談
（市役所南附属庁舎1階・障害福祉課）

121－8774

女性のための相談
（市役所東附属庁舎2階・男女共同参画推進室）

121－9611

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311
療育相談室

（福祉事業センター）
1・FAX32－2738

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

■会　場 ホテルサンライフガーデン（チャペル）
■出　演 弥勒忠史（カウンターテノール）、岩崎由紀子

（ソプラノ）、青木雅也（ピアノ）
■曲　目 オンブラ・マイ・フ（G・F・ヘンデル）、アヴェ・

マリア（C・カッチーニ）ほか
■入場料 2,000円（全席自由・コーヒー付き）
■前売り 7月16日から市民センター、くすの木（中央

公民館）、ヨネザワ楽器で発売

第8回国際音楽の日記念コンサート

10月1日（金）午後7時開演

国際音楽の日10周年記念コンサート

9月23日（祝）午後6時30分開演

■会　場 中央公民館　
■出　演 北之台雅楽研究会
■演　目 第一部＜管絃＞越

え

殿
てん

楽
らく

・西
さい

王
おう

楽破
らくのは

ほか、第
二部＜舞楽＞迦陵頻

かりょうびん

・浦安の舞ほか
■入場料 大人2,500円、高校生以下1,300円（全席自

由）※当日大人2,800円、高校生以下1,500円
■前売り 市民センター、ヨネザワ楽器、くすの木（中央公民館内）、

なべや、高橋履物店、チケットぴあほかで発売中

伝統ある日本の古典音楽

9月11日（土）午後2時開演

■会　場 市民センター（大会議室）
■出　演 山本久子（ピアノ）、小山常雄（クラリネッ

ト）、荒井朋子（ビオラ）
■曲　目 モーツアルトのトリオほか
■入場料 1,000円（全席自由・コーヒー付き）
■前売り 市民センターで発売中

■a平塚市音楽家協会（133ー6573）でも電
話予約できます。

ピアノ・クラリネット・ビオラ

8月26日（木）午後6時30分開演
文
化
財
団
が
贈
る
優
雅
な
ひ
と
と
き
s

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
文
化
財
団（
1
32
ー
２
２
３
７
）

弥勒忠史

山
本
久
子

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
。
今
年
は
ど
ん
な
発
見
が
あ
る
か
な
？

さ
あ
、
ま
ち
に
繰
り
出
そ
う
。

★
湘
南
ひ
ら
つ
か
花
火
大
会

平
塚
の
夜
空
で
約
三
千
発
の
花

火
が
競
演
し
ま
す
。

今
年
は
「
だ
る
ま
型
」
の
花
火

も
登
場
。
花
火
の
打
ち
上
げ
前
に

は
、
会
場
内
で
歓
迎
太
鼓
を
披
露

し
ま
す
（
午
後
六
時
三
十
分
〜
七

時
二
十
分
）。

※
荒
天
の
場
合
は
延
期
し
ま
す
。当

日
の
開
催
の
有
無
は
三
十
日
午
前

十
一
時
以
降
に
商
業
観
光
課
（
1

35
ー
８
１
０
７
）へ
。

★
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

博
物
館
三
階
に
あ
る
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
、
す
て
き
な
星
空
を
見

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
テ
ー
マ

「
星
座
英
雄
伝
ー
悲

し
み
の
ヘ
ル
ク
レ
ス
」

▽
投
影
日
時

８
月
29
日（
日
）ま

で
の
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
、
午

前
11
時
と
午
後
２
時
の
２
回

▽
観
覧
料

100
円
（
中
学
生
以
下

は
無
料
、
チ
ケ
ッ
ト
は
投
影
日
の

午
前
９
時
か
ら
博
物
館
１
階
で
発

売
、
各
回
86
席
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、博
物
館（
1

33
ー
５
１
１
１
）へ
。

第54回湘南ひらつか花火大会
日時 7月30日（金）午後7時30分～8時30分
会場　湘南潮来（相模川河口）
問い合わせ先　商業観光課（135ー8107）

★
緑
化
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

花
と
み
ど
り
で
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
に
ふ
さ
わ
し
い
標
語
と
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
お

勤
め
、
通
学
の
方

▽
応
募
規
定

一
人
１
点
、
未
発

表
作
品
、
標
語
は
20
字
以
内
、
ポ

ス
タ
ー
は
Ｂ
３
サ
イ
ズ
の
画
用
紙

を
横
長
で
使
う

▽
締
め
切
り

９
月
６
日（
月
）

▽
応
募
方
法

標
語
は
は
が
き
、

ポ
ス
タ
ー
は
裏
面
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
、
勤

務
先
ま
た
は
学
校
名
を
記
入
し
、

み
ど
り
公
園
課
（
〒
254
ー
8686
浅
間

町
９
ー
１
・
内
線
２
５
９
１
）
へ

★
土
砂
災
害
を
防
ぐ
絵
画
・
ポ
ス

タ
ー
・
作
文
を
募
集

土
砂
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を

守
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
通

学
の
小
・
中
学
生

▽
応
募
規
定

未
発
表
作
品
、
絵

画
と
ポ
ス
タ
ー
は
描
き
方
自
由
、

作
文
は
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚

以
内

▽
締
め
切
り

９
月
10
日（
金
）

▽
応
募
方
法

絵
画
と
ポ
ス
タ
ー

は
画
用
紙
の
裏
、
作
文
は
原
稿
用

紙
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
、
学

校
名
を
記
入
し
、
通
学
す
る
小
・

中
学
校
ま
た
は
防
災
課
（
〒
254
ー

8686
浅
間
町
９
ー
１
・
1
21
ー
９
７

３
４
）へ

★
農
業
総
合
研
究
所
サ
イ
エ
ン
ス

サ
マ
ー
参
加
者
募
集

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
農

業
研
究
の
施
設
で
、
体
験
し
な
が

ら
科
学
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
会
場

農
業
総
合
研
究
所

▽
対
象

小
学
校
４
〜
６
年
生

▽
定
員

各
教
室
10
人
〜
15
人（
抽

選
）

▽
教
室
内
容

●1
農
業
総
合
研
究
所
を
探
検
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う

●

日
時

８
月
５
日（
木
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

●2
ミ
ミ
ズ
を
め
ぐ
る
冒
険

●

日
時

８
月
10
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午

●3
野
菜
っ
て
な
あ
に
？
ア
ブ
ラ
ナ

科
野
菜
の
不
思
議
発
見

●

日
時

８
月
18
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●4
い
ろ
い
ろ
な
ブ
ド
ウ
を
比
べ
て

み
よ
う

●

日
時

８
月
24
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午

▽
申
し
込
み
方
法

は
が
き
ま
た

は
、
フ
ァ
ク
ス
に
教
室
名
（
第
２

希
望
ま
で
）、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護

者
、
参
加
者
の
人
数
を
記
入
し
、
農

業
総
合
研
究
所
企
画
調
整
部
（
〒

259
ー
1204
上
吉
沢
１
６
１
７
・
6
58

ー
４
２
５
４
）へ

▽
締
め
切
り

●1
●2
は
７
月
21
日

（
水
）、
●3
●4
は
７
月
30
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
総
合

研
究
所（
1
58
ー
０
３
３
３
）へ
。

ビーチセンター 
国道134号 

ボードウォーク 

港第一 
歩道橋 

平塚 
漁港 

相
模
川 

国道129号 

←大磯 ビーチセンター 
国道134号 

臨時 

ボードウォーク 

ヘッドランド 
平塚新港 

港第一 
歩道橋 

平塚 
漁港 

↑
平
塚
駅 

相
模
川 

国
道
129
号 

Ｐ 

Ｐ 

遊泳ゾーン 遊泳ゾーン 

湘南海岸 
公園 

●期間 ７月17日（土）～９月５日（日） ※７月20日と月曜日は休み、７月19日は開館
●時間 午前９時～午後５時 ■a期間中の金曜日は午後７時まで、入館は午後４時30

分（金曜日は午後６時30分）まで
●問い合わせ先 博物館（133ー5111）

☆関連行事☆
■記念講演会「生きもの地図は語る」（参加自由）／博物館講堂
u日時 ８月７日（土）午後１時30分～４時　u講師 小池文人さん（横浜国立大学）

■学芸員による展示解説（参加自由）／博物館特別展示室
u日時 ７月24日（土）・８月15日（日）午後３時～４時

平塚の生きもの地図

指先から拡
ひろ

がる4つの世界＜かご＞展

生きもの地図とは、大きな縮尺の地図の上に、ある
種類の動植物の「いる、いない」「ある、ない」をポ
イントとして示した地図のことです。いろいろな生き
もの地図をつくっていくと、生きものと環境、特に都
市化の影響について様々なことを知ることができます。
この特別展では、市民のみなさんがつくった生きもの
地図を紹介しながら、そこからどんなことが浮かび上
がってきたかを紹介します。

身近な存在である「かご」。今回の企画展では、インド、ボツワナ、スコット
ランド、日本のかごを展示し、様々な視点から「かご」をとらえます。また、
期間中には海外からかごの製作者が来館し、公開製作や講演会などを開きます。
●期間 ７月31日（土）～９月26日（日）※９月21日と月曜日は休み、９月20日は開館
●時間　午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
●観覧料 一般500円、高校生・大学生300円（高校生は第２・４土曜日無料）、
中学生以下無料、市内にお住まいの60歳以上の方無料、市内にお住まいの身
体障害者手帳・療育手帳がある方とその付き添いの方無料

●問い合わせ先 美術館（135ー2111）

☆関連行事☆
■記念講演会（参加自由）／美術館ミュージアムホール
u日時 ８月１日（日）午後１時～４時

u講師 プラヴィナ・キングさん（エジンバラ大学アフリカ研　

究所）、ローラ・ハミルトンさん（コリンズギャラリー学芸員）
uテーマ 今展覧会の「コンテインドスペース展」について

■出品者による公開製作（申し込み不要・観覧券が必要です）
u日時 ８月４日（水）～７日（土）午後１時～４時

u講師 ガバショルウェさん、マニメガライさん

▼
最
近
、
生
息
域
が
変
わ
っ
て
き
た
ク
ツ
ワ

ム
シ
（
右
）
と
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ

▼

▲
t
マ
ニ
メ
ガ
ラ
イ
さ
ん
と
そ
の
作
品

tビーチバレーやビーチサ
ッカーのボールなどを無
料貸し出し。（身分証明書
が必要です）

▲遊泳区域を確認したら、
元気に海へ繰り出そう！

駐車場料金・利用時間
●湘南海岸公園臨時駐車場…1回500円。午前
9時～午後6時（土・日曜日、祝日は午前6時
30分から）
●平塚新港駐車場…1時間以内200円、～2時
間以内400円、～4時間以内600円、～7時間
以内900円、7時間超1,200円。午前7時～午
後8時

☆東海大学湘南校舎 u開放日時 8月2日（月）～31日（火）午前9時～午後5時
u休館日 土・日曜日、8月7日（土）～15日（日） u対象 高校生
☆神奈川大学湘南ひらつかキャンパス u開放日時 8月2日（月）～31日（火）午
前9時10分～午後4時50分　u休館日 土・日曜日、8月9日（月）～13日（金）
u対象 中学生・高校生 ※両館とも、ご利用の際は生徒手帳をお持ちください。

中学生、高校生のみなさんに

開放します。大学図書館
◇問い合わせ先　東海大学（158－1211内線2731）神奈川大学（159－4111内線2100）

平
塚
海
岸
の
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
で

は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
「
ビ
ー

チ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

期
間
中
は
、
海
水
浴
は
も
ち
ろ

ん
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
は
じ
め
と
す
る
熱
気
あ
ふ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

週
末
に
は
様
々
な
体
験
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。
海
風
が
心
地
よ
い

平
塚
海
岸
へ
今
年
の
夏
も
ど
う
ぞ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う
】

当
日
参
加
で
、
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
開
催
日
は
ビ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
（
1
23
ー
４
７
８
１
）
へ
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
主
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
…
ス
ポ
ー

ツ
カ
イ
ト
体
験
、
ス
キ
ム
ボ
ー
ド

体
験
、
サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
、
ボ
デ

ィ
ボ
ー
ド
体
験

【
お
車
で
お
越
し
の
方
へ
】

下
の
地
図
に
あ
る
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
天
気
が
良
い
日
や
イ
ベ
ン
ト
開

催
日
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
が
便
利
で
す
。

平塚駅南口○21番線から「湘南海岸公園前」
下車。中学生以上片道170円、小学生以下片
道90円。7/20～8/31は小学生以下片道50円。

バス

s

■会　場 市民センター
■出　演 ボニージャックス、田代美代子、中屋博之

＆スティックスほか
■曲　目 さとうきび畑、スィートメモリーズほか
■入場料 2,000円（全席自由）※当日2,500円
■前売り 7月16日から市民センター、くすの木（中

央公民館内）、ヨネザワ楽器、ピアノ調律
センター（桃浜町）で発売 ボニージャックス　

ボニージャックスハートフルコンサート

カウンターテノールの夕べ

真夏のクラッシックの夕べ

雅楽演奏会

クラッシック 心の歌

美しい声雅 楽

夏期
特別展

夏期
企画展



健康づくりの輪を広めるボランティア「健康
推進員」として活躍しませんか。
u期間 9月～平成17年1月（全8回）
※初回は9月10日（金）午後1時30分～4時

u対象 市内にお住まいの方
u定員 40人（先着順）

★これで納得!!高脂血症（医師の話）
u日時 8月30日（月）午後1時30分～3時
u会場 旭北公民館
u定員 30人（先着順）
★二日で学ぶウォーキングの基本
u日時 8月23日（月）・9月27日（月）午後1時
30分～3時

u会場 保健センター
u持ち物 動きやすい服装と靴、歩数計
u定員 10人（先着順）

不用品登録情報  不用品登録情報 ◇譲ってください 男児

洋服（80～90㎝）、女児洋
服（120～130㎝）、学習机、

ワープロ、テレビ、メト

ロノーム、自転車（26イ

ンチほか）、子ども用自転

車（16～18インチほか）、

一輪車

◇譲ります ①有料 A型・B型ベビーカー、女児

洋服（80㎝）、マタニティウェア、ベビー服（50～

70㎝）、ハイアンドローチェア、介護用電動ベッド、

カラープリンター、大人用三輪車、大正琴

②無料 ひな人形、七五三晴れ着（7歳女児用）、ベ

ビー布団セット、パイプベッド、ダブルベッド、整

理たんす、ベビー用品整理たんす、籐
とう

のいす、シル

バーカー、エレクトーン

・不用品の登録は先着順でお受けします

・問い合わせ時に品物がない場合もあります

・交渉は当事者同士でお願いします

平成16年7月15日　６
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

健康･福祉

u大気調査 城島小学校、岡崎小学校、平塚市役所の3か所で調査し、すべて環境基準に適合
していました。（基準値0.6pg-TEQ/m3に対し、平均最大値0.092pg-TEQ/m3）

u河川調査 金目川（土屋橋・東雲橋・下花水橋）、鈴川（船橋・下之宮橋）、渋田川（土安橋・
立堀橋）で調査し、すべて環境基準に適合していました。（基準値1pg-TEQ/m3に対し、最
大値0.35pg-TEQ/m3）

平成15年度ダイオキシン類調査結果

平塚の環境を監視しています
◇問い合わせ先　環境保全課（内線2332）

介
護
者
や
援
助
者
の
た
め
の

教
室
を
開
き
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
、
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
福
祉
会
館
内
・
1

33
―
２
３
３
４
）
へ
。

定
員
は
●
が
10
人
、
◆
が
20

人
、
先
着
順
。

※
開
催
時
間
の
表
記
が
な
い
教

室
は
午
後
２
時
〜
４
時
開
催

◆
救
急
法

８
月
18
日（
水
）午

後
1
時
30
分
〜
４
時
30
分
・
金

目
公
民
館

◆
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
制
度

８
月
21
日
（
土
）・
金
目
公
民
館

◆
福
祉
用
具
の
使
い
方
、
選
び

方
と
転
倒
を
防
ぐ
家
造
り

８

月
25
日（
水
）
午
前
10
時
〜
正

午
・
旭
南
公
民
館

◆
高
齢
者
の
食
事
と
栄
養
・
生

活
習
慣
病

８
月
30
日（
月
）・

旭
南
公
民
館

●
介
護
に
つ
い
て
語
ろ
う

９

月
１
日（
水
）・
旭
北
公
民
館

◆
痴
呆ほ

う

高
齢
者
へ
の
対
応

９
月
４
日（
土
）・
旭
北
公
民
館

◆
お
口
の
リ
ハ
ビ
リ
で
健
康
に

９
月
９
日（
木
）午
前
10
時
〜
正

午
・
金
田
公
民
館

◆
腰
を
痛
め
な
い
介
護
の
こ
つ

９
月
15
日
（
水
）・
金
田
公
民
館

◆
排
泄せ

つ

介
助
な
ど
の
日
常
生
活

９
月
27
日
（
月
）・
吉
沢
公
民
館

◆
よ
く
分
か
る
薬
の
話

９
月

29
日
（
水
）・
吉
沢
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課（
1
21
―
８
７
７
８
）へ
。

福
祉
施
設
で
お
年
寄
り
と
ふ

れ
あ
い
学
ぶ
、
体
験
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
／
会
場

・
事
前
説
明
…
８
月
２
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
／

福
祉
会
館
　

・
体
験
学
習
…
８
月
４
日
（
水
）

〜
７
日
（
土
）、
全
４
回
／
伸
生

会
平
塚
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
か

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

通
学
の
中
学
生
と
高
校
生

▽
定
員

20
人（
抽
選
）

▽
参
加
費

一
千
円

▽
締
め
切
り

７
月
26
日
（
月
）

お
申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
記
入
し
て
、
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
〒
254
―
0047
追
分

１
―
43
・
1
33
―
２
３
３
３
・

6
33
―
６
５
８
８
）へ
。

▽
日
程

①
前
期
（
未
経
験
者

向
け
・
全
５
回
）
…
７
月
27
日

（
火
）・
29
日（
木
）・
８
月
２
日

（
月
）・
３
日（
火
）・
５
日
（
木
）

②
後
期
（
経
験
者
向
け
・
全
５

回
）
…
８
月
24
日（
火
）・
25
日

（
水
）・
31
日（
火
）・
９
月
１
日

（
水
）・
７
日（
火
）
※
前
期
だ

け
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん

▽
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
方

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
（
1
33
―
２
３
３
３)

へ
。

エ
ク
セ
ル
を
実
践
的
に
学
ぶ

講
習
会
を
開
き
ま
す
。

▽
日
時

８
月
30
日（
月
）〜
９

月
３
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
・
全
５
回

▽
会
場

サ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
（
代

官
町
10
―
21
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

再
就
職
を
希
望
す
る
60
歳
〜
65

歳
の
方

▽
定
員

25
人（
抽
選
）

▽
テ
キ
ス
ト
代

二
千
百
円

▽
募
集
案
内
の
配
布
場
所

公

民
館
、
高
齢
福
祉
課
（
市
役
所

南
附
属
庁
舎
２
階
）、生
き
が
い

事
業
団
（
西
八
幡
１
―
３
―
２

―
２
）、平
塚
公
共
職
業
安
定
所

（
松
風
町
２
―
７
）

▽
申
し
込
み
方
法

募
集
案
内

を
ご
覧
の
う
え
、
往
復
は
が
き

再
就
職
希
望
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催

で
８
月
６
日（
金
）
ま
で
に
、
神

奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
（
〒
231
―
0026
横
浜
市

中
区
寿
町
１
―
４
）へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
き
が
い

事
業
団（
1
33
―
２
３
３
５
）へ
。

在
日
外
国
人
な
ど
の
高
齢
者

や
障
害
者
で
、
国
民
年
金
の
受

給
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
方

に
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
額（
月
額
）

・
高
齢
者
…
一
万
八
千
円

・
重
度
障
害
者
…
三
万
六
千
円

・
中
度
障
害
者
…
二
万
四
千
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課
（
1
21
―
８
７
７
８
）
へ
。

老
人
医
療
の
負
担
割
合
が
変

わ
る
方
へ
、
新
し
い
老
人
医
療

証
を
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
老
人
医
療
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

を
受
け
て
い
て
、
認
定
期
間
が

終
了
す
る
七
月
三
十
一
日
以
降

も
認
定
を
受
け
た
い
方
は
、
郵

送
す
る
お
知
ら
せ
に
同
封
す
る

健康 
  福祉 
健康 
  福祉 

福 
健 
祉 
康 

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課（
1
21
―
８
７
７
６
）へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の
相
談
会

と
出
張
納
付
窓
口
を
開
き
ま
す
。

年
金
手
帳
と
納
付
書
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

７
月
26
日
（
月
）・
27

日（
火
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時

▽
会
場

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ルお

問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課（
1
21
―
８
７
７
７
）へ
。

開
催
時
間
は
、
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
で
す
。

①
高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室

▽
日
程

８
月
３
日
〜
９
月
21

日
の
火
曜
日（
全
８
回
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

60
歳
以
上
の
方
（
先
着
20
人
）

②
腰
痛
・
肩
こ
り
予
防
教
室

▽
日
程

８
月
６
日
〜
９
月
24

日
の
金
曜
日（
全
８
回
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

40
歳
〜
59
歳
の
方（
先
着
20
人
）

お
申
し
込
み
は
、
南
部
福
祉

会
館（
1
21
―
３
３
７
０
）へ
。

の 暮らし 

国
民
年
金
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）

は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
三
つ
の
区

分
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
、

農
業
・
漁
業
従
事
者
、
学
生
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
無
職
）

◇
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
、
公

務
員
）

◇
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保

険
者
が
扶
養
す
る
配
偶
者
）

さ
て
、
み
な
さ
ん
も
き
っ
と
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
は
ず
で
す
。
つ
ま

り
、
日
本
国
内
に
住
む
二
十
歳
以
上
、

六
十
歳
未
満
の
方
は
、
す
べ
て
が
国

民
年
金
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

「
わ
た
し
は
会
社
員
で
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
る
か
ら
、
国
民
年
金

に
は
加
入
し
て
い
な
い
」
と
い
う
方

が
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
第
２
号

被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
も
加

入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
専
業
主
婦
で
夫
の
扶
養
に

入
っ
て
い
る
か
ら
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
る
」
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
配
偶
者
は
、
第
３
号
被
保

険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
の
で
す
。

◆
保
険
年
金
課（
1
21
ー
８
７
７
７
）

＝みんなが国民年金の加入者です＝

 

４ 

外枠の破線で切り取り、市販のポケットアルバムなどに入れて使うと便利です。 

印鑑登録と印鑑証明
■印鑑を登録する
本人が登録する印鑑をお持ちにな

り、申請してください。申請すると、
申請者が本人であること、または本
人の意思によるものであるかどうか
を確認するため、後日、自宅へ照会
書を郵送します。
その書類と申請した印鑑をお持ち

になり、指定期限までに市民課（市
役所1階）までお越しください。登録
には数日かかります。運転免許証な
どで本人が確認できる場合には最初
の申請のときに登録できます。病気

などでやむを得ず代理人が申請する
場合には市民課へご相談ください。
■登録できない主な印鑑
● 1辺または直径が8㎜以上25㎜以内に
収まらない

●外枠が欠けている
●ゴム印などで変形しやすい
■印鑑証明のとり方（1通300円）
市民課（市役所1階）や市民窓口セ

ンターにある申請書に記入し、登録
証を提示してください。印鑑は不要
です。登録証があれば、代理人でも申

請できます。□問 市民課（121－8773）

在
日
外
国
人
の
高
齢
者
と

障
害
者
に
給
付
金
を
支
給

簡
単
な
手
話
を
習
っ
て

み
ま
せ
ん
か

高
齢
者
福
祉
施
設
の
体

験
学
習
会
に
ご
参
加
を

家
族
の
た
め
の
介
護
教

室
を
開
き
ま
す

南
部
福
祉
会
館
で
プ
ー
ル

健
康
教
室
を
開
き
ま
す

老
人
医
療
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に

年
金
相
談
会
と
出
張
窓
口

を
開
き
ま
す

健康教室に参加しよう

申□　保健センター（134－0311）

テレビ、ラジオ、新聞、そして
最近ではインターネットや携帯電
話のサイトから、わたしたちは様
々な情報を受け取っています。
普段何気なく見聞きしているこ

れらの情報の中にも、よく考えて
みると、一人一人の生き方を固定
的に決めつけているメッセージが
隠れていることがあります。
何年か前に放送された「わたし、

作る人。あなた、食べる人。」とい

うテレビコマーシャルに、「食事を
作るのは女性の仕事だと決めつけ
ている」と視聴者から多くの批判が
寄せられたこともありました。
メディアから受け取る情報をそ

のままうのみにするのではなく、
いろいろな角度から考えたり、批
判したりして、自由な発想で物事
を考え、表現する力を持つことが
大切ではないでしょうか。
□問 男女共同参画推進室（内線2172）

～シリーズ④～ 

わわわわたたたたしししし、、、、作作作作るるるる人人人人…………ええええっっっっ！！！！？？？？

情情情情報報報報にににに隠隠隠隠れれれれたたたたメメメメッッッッセセセセーーーージジジジ
メメメメデデデディィィィアアアアのののの

健康推進員養成講座の受講生を募集



ブロック席
サポーターズ席
ユース席
（小・中学生、高校生対象）

７ 広報ひらつか　第771号（1日・15日発行） 情 報 館

夏休みを迎えるこれからの時期は、水の事故が多発します。
近年、海や河川では様々なレジャーが楽しまれていますが、平塚市では昨年11件の

水難事故が発生しています。
特に、泳いだりマリンスポーツをしたりする方は、一人一人がその日の自分の健康

状態、天候や危険な場所に注意し、事故を未然に防ぐ心構えで過ごしましょう。

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

情 報 館 情 報 館 
平塚市役所  

〒254－8686 浅間町9－1 
123－1111・35－1111

◆
男
女
共
同
参
画
の
情
報
誌
を

一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
情
報
誌
の
編
集
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▽
内
容

①
編
集
会
議
の
開
催

（
月
２
回
）
②
調
査
・
取
材
活
動

③
原
稿
作
成
、
デ
ザ
イ
ン

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
学
の
18
歳
〜
75
歳

の
方
（
高
校
生
は
除
く
）

▽
任
期

９
月
１
日
〜
平
成
18

年
８
月
31
日

▽
募
集
人
数

５
人（
選
考
）

お
申
し
込
み
は
、「
生
活
の

中
で
の
男
女
の
役
割
」
に
つ
い

て
の
考
え
を
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
三
枚
以
内
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
七
月

三
十
日（
水
）ま
で
に
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
男
女
共
同
参

画
推
進
室
（
内
線
２
１
７
２
・

6
21
―
９
７
３
６
）へ
。

◆
市
民
合
唱
祭
で
歌
う
合
唱
団

員
を
募
集
し
ま
す

来
年
三
月
十
三
日
に
市
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
市
民
合
唱

祭
の
特
別
公
演
で
、
ヘ
ン
デ
ル

作
曲
「
メ
サ
イ
ヤ
」
を
歌
う
合

唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

高
校
生
以
上
の
方

▽
募
集
人
数

120
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費

一
般
五
千
円
、
学

生
三
千
円

お
申
し
込
み
は
、
文
化
財
団

（
1
32
ー
２
２
３
７
）へ
。

◆
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講

習
会
を
開
催
し
ま
す

▽
日
時

９
月
16
日（
木
）
〜

17
日（
金
）

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
対
象

市
内
の
防
火
管
理
義

務
対
象
物
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
、
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ

る
予
定
の
、
甲
種
防
火
管
理
者

の
資
格
取
得
を
希
望
す
る
方

▽
定
員

150
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料

六
千
円

▽
申
し
込
み
開
始
日

８
月
30

日（
月
）

▽
申
し
込
み
方
法

予
防
課
（
消

防
庁
舎
２
階
）
で
配
布
す
る
申

込
書（

日
本
防
火
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
能
）を
、

日
本
防
火
協

会
（
港
区
虎
ノ
門
２
―
９
―
16・

6
03
―
３
５
９
１
―
７
１
３
０
）

へ
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、
予
防
課

（
1
21
ー
９
７
２
７
）へ
。

◆
Ｄ
52
型
蒸
気
機
関
車
写
生
会

の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す

五
月
二
十
三
日
に
文
化
公
園

で
開
か
れ
た
Ｄ
52
型
蒸
気
機
関

車
写
生
会
で
、
八
十
四
点
の
応

募
作
品
か
ら
次
の
方
々
の
作
品

が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
横
山
昂
二
朗
、
岩

右
京
、
泉
真
優
香
、
横
山
雄
一

朗
、
渡
邉
正
光
、
関
野
藍

な
お
、
入
賞
作
品
は
、
七
月

二
十
一
日（
水
）か
ら
二
十
九
日

（
木
）ま
で
、
博
物
館
に
展
示
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教

育
課（
1
35
ー
８
１
２
４
）へ
。

◆
見
附
台
体
育
館
を
閉
館
し
、

解
体
し
ま
す

開
館
当
時
、「
東
洋
一
の
体
育

館
」
と
称
さ
れ
、
多
く
の
方
に

親
し
ま
れ
て
き
た
見
附
台
体
育

館
は
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、

九
月
三
十
日（
木
）
で
閉
館
し
、

解
体
し
ま
す
。

一
般
利
用
は
、
九
月
二
十
日

（
祝
）
ま
で
で
す
。
※
九
月
分
の

利
用
申
し
込
み
の
締
め
切
り
は

七
月
三
十
一
日
（
土
）
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー

ツ
課（
1
31
ー
３
０
６
０
）へ
。

◆
囲
碁
大
会
の
出
場
者
を
募
集

し
ま
す

十
二
月
五
日
に
開
催
さ
れ
る

全
国
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
選
抜
囲

碁
選
手
権
大
会
へ
の
登
竜
門
、

SCN
杯
争
奪
囲
碁
順
位
戦
へ
の
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時

８
月
８
日
（
日
）
午
前

９
時
受
け
付
け
開
始

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

大
会
議
室

▽
対
象

平
塚
市
・
二
宮
町
・

大
磯
町
に
お
住
ま
い
の
方

▽
競
技
内
容

順
位
戦
・
オ
ー

プ
ン
戦

▽
募
集
人
数

各
32
人
（
先
着

順
）

▽
参
加
費

一
般
一
千
五
百
円
、

高
校
生
以
下
一
千
円

お
申
し
込
み
は
、
文
化
財
団

（
市
民
セ
ン
タ
ー
内
・
1
32
ー
２

２
３
７
）
に
あ
る
申
込
書
を
同

財
団
へ
。

◆
店
舗
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
店

を
募
集
し
ま
す

消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

平
塚
の
商
業
の
発
展
に
貢
献
す

る
優
良
店
舗
を
表
彰
し
ま
す
。

▽
対
象

次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
店
舗
①
市
内
で
平
成
16

年
３
月
31
日
ま
で
に
開
業
し
、

小
売
業
、
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業

を
営
ん
で
い
る
（
大
手
チ
ェ
ー

ン
店
な
ど
は
除
く
）
②
資
本
額

・
出
資
額
が
５
千
万
円
以
下
の

法
人
、
ま
た
は
従
業
員
数
が
小

売
り
・
飲
食
業
の
場
合
50
人
以

下
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合
100
人

以
下
③
過
去
３
年
間
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
受
賞
し
て
い
な
い（
店

舗
改
装
を
し
た
場
合
は
除
く
）

▽
締
め
切
り

７
月
23
日
（
金
）

▽
応
募
方
法

商
業
観
光
課（
豊

原
分
庁
舎
２
号
館
３
階
）、平
塚

商
工
会
議
所
（
松
風
町
）、
平
塚

市
商
店
街
連
合
会（
紅
谷
町
）で

お
配
り
す
る
申
込
書
を
各
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観

光
課（
1
35
ー
８
１
０
７
）へ
。

◆
中
学
校
の
卒
業
認
定
試
験
を

実
施
し
ま
す

義
務
教
育
を
猶
予
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
て
、
平
成
十
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
満
十
五

歳
以
上
に
な
る
方
な
ど
を
対
象

に
、
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

▽
実
施
日

11
月
１
日
（
月
）

▽
申
し
込
み
方
法

県
義
務
教

育
課
（
1
045
―
210
―
８
２
１
７
）

へ
願
書
を
請
求
し
、
８
月
２
日

（
月
）
〜
９
月
３
日
（
金
）
に
同

課
へ
提
出
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課

（
1
35
ー
８
１
１
８
）へ
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
と

維
持
費
用
を
補
助
し
ま
す

▽
対
象

市
街
化
調
整
区
域
内

で
下
水
道
計
画
が
な
い
地
域
に

あ
る
一
戸
建
て
住
宅
、
ま
た
は

併
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
方

▽
設
置
費
補
助
額

四
十
万
円

〜
八
十
万
円
（
面
積
か
ら
算
出
）

▽
維
持
管
理
費
補
助
額

維
持

管
理
費
用
の
３
分
の
２
（
上
限

あ
り
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道

総
務
課（
内
線
２
４
４
７
）へ
。

◆
犬
の
し
つ
け
教
室
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

訓
練
犬
の
演
技
を
見
て
犬
の

習
性
や
し
つ
け
方
を
学
び
ま
す
。

※
飼
い
犬
の
同
伴
は
不
可

▽
日
時

７
月
22
日（
木
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
会
場

平
塚
保
健
福
祉
事
務

所（
豊
原
町
６
―
21
）

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
方
法

電
話
で
平

塚
保
健
福
祉
事
務
所
環
境
衛
生

課（
1
32
―
０
１
３
０
）へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
業

務
課（
1
21
―
８
７
９
６
）へ
。

最
近
「
引
き
こ
も
り
」
と

い
う
言
葉
を
度
々
耳
に
し
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
も
「
引

き
こ
も
り
」
の
こ
と
で
多
く

の
方
が
相
談
に
訪
れ
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と

き
に
は
引
き
こ
も
る
こ
と
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
の
で
す
。

小
学
校
の
高
学
年
に
な
る

こ
ろ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

体
の
成
長
と
同
じ
よ
う
に
、

心
も
大
人
へ
と
成
長
を
始
め

ま
す
。
そ
の
様
子
は
実
に
様

々
で
、
中
に
は
反
抗
的
に
な

っ
た
り
、
情
緒
不
安
定
に
な

っ
た
り
す
る
子
ど
も
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

「
引
き
こ
も
り
」
も
多
く

の
場
合
、
心
の
成
長
の
現
れ

の
一
つ
で
す
。
そ
の
た
め
に

い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
だ
け

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
側

に
向
け
、
そ
の
分
、
外
の
世

界
へ
向
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

少
な
く
な
る
の
が
「
引
き
こ

も
り
」
と
い
う
現
象
で
す
。

周
囲
の
大
人
が
「
引
き
こ

も
り
」
と
い
う
突
然
の
変
化

を
恐
れ
、
外
へ
出
そ
う
と
し

過
ぎ
て
、
か
え
っ
て
そ
の
時

期
を
長
引
か
せ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

成
長
す
る
力
を
信
じ
て
見
守

っ
て
あ
げ
る
と
、
自
分
か
ら

き
っ
か
け
を
見
つ
け
て
心
の

体
勢
を
整
え
、
羽
ば
た
い
て

い
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

◆
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー（
1
36
―
６
０
１
２
）

監
査
の
結
果

◇主なチケット販売所
■ベルマーレクラブショップ（大神）
■梅屋（本館1階）
■総合公園管理事務所 ■サクラ書店各店
■神奈中駅前サービスセンター

感動のドラマは
平塚競技場で

◇座席・前売り料金

2,200円
1,700円
700円

※65歳以上の方はブロック席・サポーターズ席への入場が無料です。入場の

際に、運転免許証などの年齢が分かる書類を提示してください。

7 月27日○火 平塚競技場　19：00～
湘南 vs 鳥栖

8 月15日○日 平塚競技場　19：00～
湘南 vs 山形

・固定資産税　　　　　（第2期）

・国民健康保険税　　　（第2期）

・介護保険料　　　　　（第2期）

・清掃し尿従量手数料　（第4期）

◆納期最終日 8月2日（月）

納付には口座振替のご利用を。

□問 市税総務課（121ー8769）

8 月 8 日○日 平塚競技場　19：00～
湘南 vs 札幌

柿
本
倫
明
選
手

7月納期の市税・手数料
五
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
た

監
査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
内

藤
光
孝
さ
ん
、
守
屋
和
徳
さ
ん
、

小
林
保
雄
さ
ん
、
金
子
修
一
さ

ん
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
定
期
監
査
（
平
成
十
五
年
度

の
予
算
の
執
行
な
ど
財
務
に
関

す
る
事
務
）

▽
青
少
年
課
…
収
入
事
務
、
支

出
事
務
の
執
行
お
よ
び
備
品
の

管
理
状
況
は
、
良
好
に
行
わ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
交
流
親
善
課
…
支
出
事
務
の

執
行
お
よ
び
備
品
の
管
理
状
況

は
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
男
女
共
同
参
画
推
進
室
…
支

出
事
務
の
執
行
は
良
好
に
行
わ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
定
期
監
査
（
平
成
十
五
年
度

中
に
お
け
る
公
有
財
産
の
異
動

管
理
事
務
）

▽
管
財
契
約
課
…
正
確
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
出
資
団
体
の
監
査
（
平
成
十

五
年
度
の
出
資
に
係
る
出
納
そ

の
他
に
関
す
る
事
務
）

▽
平
塚
市
土
地
開
発
公
社
、

平
塚
市
開
発
公
社
…
出
資
金
等

に
係
る
出
納
そ
の
他
の
事
務
の

執
行
に
つ
い
て
は
、
良
好
に
行
わ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

今にも走り出しそうな渡邉正光さんの作品

◇申し込み　ひらつか天城山荘
※申し込みは4か月前から受け付け
・電　話　0558－87－1050
・ＦＡＸ　0558－87－0557
・所在地　〒410－3216静岡県伊豆市
上船原1120－1

・1泊2食諸税込み、大人5,820円・子ども
5,140円（一般室）から

×印 満室　△印 早めに申し込みを　○印 まだ余裕がある　休印 休館日（平成16年7月9日現在）
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
× × × ○ ○ × ○ ○ △ × × × ○ ○ ○ ○

８

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
× × × × × ○ × × × × × × × × ×

※10人以上の団体は、平塚から山荘までバスで送迎します（有料）。
★昨年まで往復はがきでお申し込みいただいた年末年始のご予約は、今年から通常どお
り電話で受け付けます。12月分の宿泊予約は、8月1日から開始します。

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
木 金 土 日 祝 火 水 祝 金 土 日 月 火 水 木
○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

９

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
○ ○ ○ △ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

こちら「119番」消防署です！

気をつけて、水の事故
◇問い合わせ先　消防署警備課（121－9730）

○c Kimura Yoshihito

引きこもりという
心の表現



（休日・夜間急患診療所） 
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P
新
倉
滉
逸

こ
う
い
ち

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
12
月
８
日
生
ま
れ

（
四
之
宮
五
丁
目
）

Q
植
田
帆ほ

の

風か

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
11
月
７
日
生
ま
れ

（
大
神
）

Q
今
井
さ
く
ら
ち
ゃ
ん

平
成
15
年
11
月
11
日
生
ま
れ

（
中
原
三
丁
目
）

Q
小
川
愛あ

い

加か

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
１
月
24
日
生
ま
れ

（
四
之
宮
四
丁
目
）

P
榎
隼
汰

は

や

た

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
10
月
７
日
生
ま
れ

（
見
附
町
）

★応募写真はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回・掲載写真は除く）。

P
塚
本
涼
太

り
ょ
う
た

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
10
月
12
日
生
ま
れ

（
徳
延
）

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

手
を
つ
な
い
で
ご
ら
ん
、
温
も
り
が
伝
わ
る
か

ら
。
手
を
つ
な
い
で
ご
ら
ん
、
互
い
の
輝
い
て
い

る
瞬
間
が
心
に
刻
ま
れ
る
か
ら
―
―
。
市
民
参
加

の
飾
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
た
第
五
十
四
回
湘
南

ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
。
人
々
が
手
を
取
っ
て
交

流
す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

出
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
に
あ
り
が
と
う
と
握

手
す
る
「
織
り
姫
」、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
な
が

ら
熱
心
に
案
内
す
る
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
手

作
り
の
飾
り
を
触
り
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
足
を

止
め
る
人
た
ち
。
手
か
ら
手
へ
伝
わ
っ
た
も
の
は

何
だ
ろ
う
か
。

色
と
り
ど
り
の
す
ば
ら
し
い
飾
り
と
と
も
に
、

子
や
孫
に
手
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
受
け
継
い
で
い
き

た
い
七
夕
ま
つ
り
の
心
が
あ
る
。

見
上
げ
た
飾
り
の
向
こ
う
に
満
月
が
輝
い
て

い
た
。
そ
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
て
星
空
を
歩
く

織
り
姫
と
彦ひ

こ

星ぼ
し

の
姿
を
想
像
し
て
み
た
。
一
年
ぶ

り
に
再
会
し
た
彼
ら
も
ま
た
、
き
っ
と
優
し
く
手

を
つ
な
い
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
（
広
報
課
　
）

第
二
次
大
戦
末
期
の
昭
和
十
九
年
、

不
足
し
た
労
働
力
を
補
う
た
め
、
全

国
の
学
生
生
徒
を
各
地
の
軍
需
工
場

に
動
員
す
る
「
学
徒
勤
労
動
員
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
塚
へ
も
県
内
外
か
ら
学
徒
が
動

員
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
一
月
に
は
茨

城
県
立
麻
生
中
学
校
の
三
年
生
・
百

四
人
が
親
元
を
離
れ
、
第
二
海
軍
火

薬
廠
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
博
物
館

で
は
麻
生
中
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
永

峰
光
さ
ん
、
須
田
三
郎
さ
ん
、
金
田

要
一
さ
ん
が
動
員
中
に
記
し
た
日
記

を
保
管
・
展
示
し
、
厳
し
い
動
員
生

活
の
実
態
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
火
薬
廠
で
の
作
業
で
は

「
眼め

が
痛
く
て
困
る
」（『
永
峰
日
記
』

六
月
六
日
）、「
の
ど
が
痛
く
て
仕
方

な
い
」、「
手
が
酸
で
ぴ
り
ぴ
り
し
て

痛
い
」（『
須
田
日
記
』
五
月
七
日
・

十
日
）
な
ど
、
火
薬
製
造
に
伴
う
薬

品
被
害
が
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
与
え
ら
れ
る
食
事
に
つ
い
て
も

「
夕
食
は
大
豆
汁
、
香
々
一
切
れ
」、「
汁

を
吸
う
と
腹
が
冷
た
く
な
る
」（『
金

田
日
記
』三
月
五
日
・
二
十
八
日
）な

ど
、
過
酷
な
労
働
の
中
、
育
ち
盛
り

に
は
あ
ま
り
に
貧
し
い
食
糧
事
情
が

伝
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
昨
夜
も
大

空
襲
あ
り
、
泣
く
よ
り
外
に
仕
方
が

な
し
」（『
永
峰
日
記
』
五
月
二
十
五

日
）
な
ど
、
度
重
な
る
米
軍
機
の
襲

来
に
見
舞
わ
れ
、
恐
怖
と
無
念
に
満

ち
た
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
し
て
、
つ
い
に
七
月
十
六
日
夜

半
の
平
塚
大
空
襲
で
は
、
永
峰
光
さ

ん
は
焼し

ょ
う

夷い

弾
の
直
撃
を
受
け
、
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
、
博
物
館
で
は
こ
れ
ら
の
日

記
を
『
市
民
が
探
る
平
塚
空
襲
』
資

料
編
（
二
）
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
一
読
い
た
だ
き
、
学
徒
た

ち
の
生
の
声
か
ら
、
戦
争
と
平
和
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
担
当
　
博
物
館（
1
33
―
5
1
1
1
）

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に赤
ちゃんの氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・住所・電話番号を
記入し、広報課「赤ちゃんのス
テージ」係（〒254-8686 浅間町

9-1）へ。対象は市内にお住まいの
1歳未満（掲載時）の赤ちゃん。締
め切りは前月の20日（抽選）。応募
は1回あたり1通まで。今回の応募
は33人。写真は返却しません。

【前期　妊娠6か月までの方】
● 2 日（月）午後1時30分～3
時15分、歯の衛生・妊娠
中の過ごし方

● 9 日（月）午前10時～午後
2時、調理実習で学ぶ妊娠
中と産後の栄養〈予約制〉

【後期　妊娠8か月以降の方】
● 16日（月）午後1時30分～3
時15分、お産の進み方と
産後の過ごし方、呼吸法。
祖父母教室も開催

● 27日（金）午後1時30分～3
時30分、赤ちゃんのおふろ

【妊婦・新生児の訪問相談】
ご自宅で、妊娠中の健康

管理や新生児に関する相談
をお受けします〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の

相談。
◇受け付け 毎週水曜日午
前9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 25日（水）午後1
時30分～3時

【個別健康診査】
医療機関へ直接お申し込

みください。実施医療機関
の一覧表は保健センターで
お配りしています。
◇4か月児対象（満4か月～5
か月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに

案内通知を送ります。受け付
け時間は午後1時～2時です。
◇1歳6か月～1歳7か月児対象
● 3日15年1 月1日～10日生
● 10日15年1 月11日～20日生
● 24日15年1 月21日～31日生
◇3 歳 2 か月児対象
● 5日13年6 月1 日～10日生
● 19日13年6 月11日～20日生
● 26日13年6 月21日～30日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
歯の健康診査や相談、歯

みがき実習など。
◇2歳1か月児対象
● 4 日（水）午後1時30分～ 2
時30分

● 26日（木）午前9時30分～10
時30分

離乳食の進め方など成長
に合わせたコースです。1週
間前までにご予約ください。
【ごっくん離乳食教室】
● 3～5か月児対象、25日（水）
午後1時30分～2時40分

【もぐもぐ離乳食教室】
● 7～8か月児対象、6日（金）・
27日（金）午後1時30分～3時

【カミカミ離乳食教室】
● 9～12か月児対象、19日（木）
午前10時30分～11時30分

【離乳食卒業教室】
● 1歳1か月～1歳5か月児対
象、31日（火）午前10時30
分～11時30分

お子さんと一緒に学べる
体験教室です〈予約制〉。
【すくすく子育て教室】

5～6か月児対象。赤ちゃん
の病気と育児・遊び方など。
● 11日（水）午後1時30分～3
時30分

【歯っぴい教室】
12か月～1歳3か月児対象。

● 5 日（木）午前10時～11時
【のびのびキッズ2歳児教室】

2歳児対象。時間は午前
10時30分～11時30分です。
● 6日（金）親子遊びなど
● 20日（金）楽しい食事と好
き嫌い

● 27日（金）むし歯予防とブ
ラッシング実習

●8月のカレンダー

火
薬
廠し

ょ
う

に
動
員
さ
れ
た
少
年
た
ち

手
を
つ
な
い
で
ご
ら
ん

t永峰光さんと
その日記

平
塚
の
第
二
海
軍
火
薬
廠
に
動
員

さ
れ
た
少
年
た
ち
の
日
記

t

●第4回●

学徒勤労動員
の日記
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